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概要
このマニュアルでは、Cisco UCS Mini向けの Cisco UCS Managerリリース 3.0と統合する Cisco UCSラックマウント
サーバのインストールに関する情報とその手順について説明します。

Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバは、組み込みのスタンドアロンソフトウェアである Cisco Integrated
Management Controller（CIMC）によって管理します。 Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerを統合
すると、CIMCではサーバを管理しないようになります。その代わりとして Cisco UCSManagerソフトウェアを使用し
てサーバを管理します。サーバは Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIを使用して管理します。

サーバが新しく工場出荷されたものでない場合は、Cisco UCS Managerとサーバを統合する前
に工場出荷時設定にサーバをリセットしてください。

重要

接続モード

次の 2通りの方法で、Cisco UCS Managerとの統合管理のために最大 7個の Cシリーズサーバを Cisco UCS Miniに接
続できます。

•直接接続：Cシリーズラックマウントサーバをサポート対象ケーブルを使用してアップリンクポートに直接接続
します。サーバポートとしてアップリンクポートをイネーブルにし、アップリンクポートに最大 3個のラック
サーバを接続できます。 4個のアップリンクポートのうち 1個がアップストリームスイッチとして機能します。

•スケーラビリティポート：サポートされているQSFP+Breakoutケーブルを 1個のスケーラビリティポートに使用
して最大 4個のサーバを接続します。

サポートされているサーバおよびケーブルの詳細については、システム要件を参照してください。CiscoUCSCシリー
ズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerは次のいずれかの設定オプションで統合できます。

•非クラスタセットアップ：Cシリーズラックマウントサーバを 1個の FI-IOMと接続します。

•クラスタセットアップ：Cシリーズラックマウントサーバを両方の FI-IOMと接続します。

システム要件

Cisco UCS Manager 3.0との統合管理のために Cシリーズラックマウントサーバを Cisco UCS Miniと接続するには、以
下の製品が必要です。

• Cisco UCS Manager 3.0以上を実行している Cisco UCS Miniシステム。

•次の表に示すサポートされている Cシリーズラックマウントサーバと対応する CIMCおよび BIOSバージョンの
うちの 1つ。
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BIOSCIMCサーバ

1.5(4f)1.5(4)Cisco UCS C220 M3サーバ

1.5(4f)1.5(4)Cisco UCS C240 M3サーバ

•サーバには、Cisco UCS VIC1225が装着されている必要があります。 Cisco UCS VIC1225のファームウェアおよび
ブートローダのバージョンは次の通りです。

◦推奨：2.1(0.457a)

◦最小限の要件：2.1(0.367e)

• Cisco UCS VIC1225は次の表に記載されているように、各サーバの正しいスロットに装着する必要があります。

PCIe スロットサーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

2Cisco UCS C240 M3サーバ

•ケーブル：

◦直接接続の場合は、次のサポートされているAOCまたは Twinaxケーブルのいずれかが必要です。クラスタ
モードで接続する場合は、必ず同じケーブルを 2つ用意してください。

◦ SFP-10G-AOC1M

◦ SFP-10G-AOC3M

◦ SFP-10G-AOC5M

◦ SFP-10G-AOC7M

◦ SFP-10G-AOC10M

◦ SFP-H10GB-CU1M

◦ SFP-H10GB-CU3M

◦ SFP-H10GB-CU5M

◦ SFP-H10GB-ACU7M

◦ SFP-H10GB-ACU10M

◦スケーラビリティポートに接続する場合は、次のサポートされているケーブルのいずれかが必要です。ス
ケーラビリティポートにクラスタモードで接続する場合は、必ず同じケーブルを 2つ用意してください。

◦ 40GBASE-CR4QSFP+と 4 10GBASE-CUSFP+の直接接続ブレークアウトケーブルアセンブリ、1mパッ
シブ
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◦ 40GBASE-CR4QSFP+と 4 10GBASE-CUSFP+の直接接続ブレークアウトケーブルアセンブリ、3mパッ
シブ

◦ 40GBASE-CR4QSFP+と 4 10GBASE-CUSFP+の直接接続ブレークアウトケーブルアセンブリ、5mパッ
シブ

◦ 40GBASE-CR4QSFP+と 4 10GBASE-CUSFP+の直接接続ブレークアウトケーブルアセンブリ、7mパッ
シブ

◦ 40GBASE-CR4 QSFP+と 4 10GBASE-CU SFP+の直接接続ブレークアウトケーブルアセンブリ、10 m
パッシブ

直接接続モードでの C シリーズサーバの接続
サーバを接続する前に、Cisco UCS VIC1225が Cisco UCS Managerとの統合用の正しいスロットに装着されていること
を確認します。カードが正しいスロットに装着されていないと、Cisco UCS Managerでサーバを検出できないため、
サーバディスカバリが開始しません。

はじめる前に

サーバが新しく工場出荷されたものでない場合は、Cisco UCS Managerとサーバを統合する前
に工場出荷時設定にサーバをリセットしてください。

重要

手順

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install andUpgradeGuide』を参照してください。
インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 サーバポートとして FI-IOMにアップリンクポートを設定します。

ステップ 3 非クラスタセットアップの場合、サポートされている 1個の SFP-10G-AOCケーブルをサーバの Cisco
UCS VIC1225から Cisco UCSMiniシャーシの片側にある FI-IOMの 1個のポートに接続します。 FI-IOM
の任意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりません。

ステップ 4 （任意） クラスタセットアップでサーバを接続する場合は、2番目のケーブルをサーバから Cisco UCS
Miniシャーシの反対側にあるもう一方の FI-IOMに接続します。

ステップ 5 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地されたAC電源コンセントにコードを接続します。

電源を入れるとサーバディスカバリが開始されます。
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スケーラビリティポートモードでの C シリーズサーバの接続
サーバを接続する前に、Cisco UCS VIC1225が Cisco UCS Managerとの統合用の正しいスロットに装着されていること
を確認します。カードが正しいスロットに装着されていないと、Cisco UCS Managerでサーバを検出できないため、
サーバディスカバリが開始しません。

手順

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install andUpgradeGuide』を参照してください。
インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 サーバポートとして FI-IOMにスケーラビリティポートを設定します。

ステップ 3 非クラスタセットアップの場合は、1個のサポートされる 40GBASE-CR4 QSFP+と 4 10GBASE-CU SFP
のブレークアウトケーブルを、CiscoUCSMiniシャーシの片側にあるFI-IOM上のスケーラビリティポー
トからサーバの Cisco UCS VIC1225の 1個のポートに接続します。

ステップ 4 （任意） クラスタセットアップでサーバを接続する場合は、2番目のケーブルをサーバから Cisco UCS
Miniシャーシの反対側にあるもう一方の FI-IOMに接続します。

ステップ 5 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地されたAC電源コンセントにコードを接続します。

電源を入れるとサーバディスカバリが開始されます。

物理的な接続の図

次の図では、Cシリーズラックマウントサーバ Cisco UCSドメイン、Cisco UCS Managerリリース 3.0との物理的な接
続の例について説明します。
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アップリンクポート

次の図は、アップリンクポートを使用して Cisco UCS Miniで Cシリーズラックマウントサーバを Cisco UCS Manager
3.0に統合するケーブル配線設定を示します。ゴールドで示す経路は管理トラフィックとデータトラフィックの両を伝
送します。

図 1：アップリンクポート

Cisco UCS Miniのアップリンクポート、FI-IOM。1

Cシリーズラックマウントサーバ。このサンプル図のサーバは Cisco UCS C220 M3サーバです。2

PCIeスロット 1の Cisco UCS VIC12253
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スケーラビリティポート

次のイメージは、スケーラビリティポートを使用して Cisco UCS Miniで Cシリーズラックマウントサーバを Cisco
UCSManager3.0に統合するケーブル配線設定を示します。ゴールドで示す経路は管理トラフィックとデータトラフィッ
クの両を伝送します。

図 2：スケーラビリティポート
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Cisco UCS Miniのスケーラビリティポート、FI-IOM。1

PCIeスロット 2の Cisco UCS VIC12252

Cシリーズラックマウントサーバこのサンプル図のサーバは Cisco UCS C240 M3サーバです。3

統合後の Cisco UCS Manager でのラックマウント型サーバの管理
Cisco UCS Managerを使用して Cisco UCSドメインに統合されているすべてのラックマウントサーバを管理およびモニ
タすることができます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスクはすべて Cisco UCSManager GUIまたは Cisco
UCS Manager CLIのサービスプロファイルからのみ実行します。 UCS Managerによるサーバの管理を開始すると、C
シリーズラックマウントサーバの Cisco UCS Managerは使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供します。

Cisco UCS Managerからの Cシリーズラックマウントサーバの管理の詳細については、各リリースの『Cisco UCS
Manager GUI Configuration Guide』の「Managing Rack-Mount Servers」の章を参照してください。

C シリーズサーバのファームウェアのアップグレード
サーバの CIMCのリリースバージョンが Cisco UCS Managerとの統合の要件を満たしていない場合は、サーバを Cisco
UCSドメインに接続する前に、サーバのファームウェアをアップグレードしてください。 Cシリーズサーバのファー
ムウェアのアップグレードの詳細については、次の URLにある対象のリリースのホストアップグレードユーティリ
ティクイックスタートガイドを参照してください：http://www.cisco.com/en/US/products/ps10493/products_user_guide_
list.html [英語]

手順

ステップ 1 お使いのサーバに対応するHostUpgradeUtility ISOファイルのダウンロードをオンラインで検索し、ワー
クステーションの一時保存場所にダウンロードします。

a) URL http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.html [英語]を参照してください。
b) 中央のカラムで [Unified Computing and Servers]をクリックします。
c) 右側のカラムで [Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでお使いのサーバのモデルをクリックします。
e) [Unified Computing System (UCS) Server Firmware]をクリックします。
f) ダウンロードするリリース番号をクリックします。
g) [Download Now]をクリックして ISOファイルをダウンロードします。
h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、ISOファイルを保存する場所を指定します。

ステップ 2 ISOを準備します。ローカルアップグレードの場合はローカルメディアを、リモートアップグレード
の場合は仮想デバイスを準備します。
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説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 書き込み可能な DVDに ISOイメージを書き込みます。

2 VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。

3 Cisco CシリーズサーバのDVDドライブまたは外付けDVDドライブにDVDを
挿入します。

ローカルアップグ

レード

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 ブラウザを使用して、アップグレードしているサーバ上の CIMC Managerソフ
トウェアに接続します。

2 ブラウザのアドレスフィールドにサーバの CIMC IPアドレスを入力し、次に
ユーザ名とパスワードを入力します。

3 KVMキーボードのアイコンをクリックして [KVMConsole]ウィンドウを開きま
す。

4 Virtual KVMコンソールウィンドウが開いたら、[Tools] > [Launch Virtual Media]
を選択します。

5 [VirtualMedia Session]ウィンドウで、[Add Image]をクリックし、ユーティリティ
ISOファイルを検索し、選択します。 ISOをダウンロードした場所に移動しま
す。 ISOイメージが [Client View]領域に表示されます。

6 [VirtualMedia Session]ウィンドウで、追加した ISOファイルに対応する [Mapped]
カラムのチェックボックスを選択して、マッピングが完了するのを待ちます。

[Details]領域の進行状況を観察します。

これで ISOイメージがリモートデバイスにマッピングされました。

リモートアップグ

レード

ステップ 3 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くよう求められたら、F6を押します。

ステップ 4 [Boot Menu]画面で、ステップ 2で ISOを作成したデバイスを選択します。

•ローカルでアップグレードを行っている場合は、物理的な CD/DVDデバイスを選択し、Enterを押
します（たとえば [SATA5:TSSTcorp CDDVDW TS-L633C]など）。

•リモートでアップグレードを行っている場合は、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enterを押しま
す。

選択したデバイスからサーバがリブートされます。

ステップ 5 画面に BIOSと CIMCファームウェアのバージョンが表示されます。プロンプト「Have you read
the Cisco EULA (end user license agreement)?」に応答します。

• EULAに同意して更新を続ける場合は yを押します。
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• EULAを読むには nを押します。 EULAが表示され、更新を続けるには yを、キャンセルするには
nを押すよう求められます。 nを押すと、更新を行わずにサーバが再起動されます。

•更新を行わずに終了するには、qを押します。 qを選択するとサーバが再起動されます。

[Host Upgrade Menu]画面が表示されます。

ステップ 6 「Enter Choice」プロンプトで、[All the above]メニューアイテムに対応する数字を入力し、すべて
のファームウェアをアップグレードします。

ユーティリティによって、お使いのサーバに適したファームウェアコンポーネントが選択され、ファー

ムウェアのアップグレードが実行されます。アップグレードが完了したことをコンソール画面で確認し

てから、ステップ 7に進みます。

ステップ 7 [Host Upgrade Menu]で、「Enter Choice」プロンプトが表示されたら、[Reboot (Configures CIMC to
UCSMmode—default factory settings)]メニュー項目に数値を入力して、UCSMモードでサーバをリブート
します。

ユーティリティによって、UCSMモードの設定を使用してサーバが再起動されます。このモードでCisco
UCS環境との統合を実行できます。

（注） •再起動中に、新しい CIMCファームウェアが自動的にアクティブ化されます。

• UCSMモードの設定では、DHCP、アクティブ-アクティブの NIC冗長化、および NICの
Shared LOMモードがイネーブルになり、CIMCは管理ポートではなく 1Gb LOMポート
経由で制御されます。スタティック IPアドレスと管理ポートはすべてディセーブルにな
るため、CIMCとの接続は失われます。

次の作業

サーバを互換性のあるサーバリリースバージョンへアップグレードした後、サーバを Cisco UCSドメインの一部とし
て、サーバへの物理的接続を確立する必要があります。サーバを Cisco UCS FEXおよび FIに接続するには、直接接続
モードでの Cシリーズサーバの接続, （4ページ）を参照してください。

サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す
方法

Cisco UCS Managerソフトウェアを使用して Cisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、そのサーバに UCS Manager
サービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタンドアロンモードに戻す（すなわちCIMCソフ
トウェアで管理できるようにする）場合は、UCS Managerで次の処理を行う必要があります。

手順

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。

ステップ 2 サーバの稼働を中止する。
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サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCS Managerによって割
り当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがあります。これに
よって番号付けが重複し、UCSManagerで管理されている他のサーバとの間で競合が生じる可能
性があります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せずにサーバをスタンドアロ

ンモードに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI RAIDコントローラがブート可能
デバイスとして表示されないため、ローカルでの再起動ができなくなります。

注意
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